
１．国際ロータリー2014年シド ー大会の

案内が いております。この 会に 、

国際大会に してみてはどうでし うか。

皆様に回覧いたします。

・ ＲＣより会報№1 1～1 4号及び３月

例会案内を受領。

・ ＲＣより会報№28～ 1号及び３月例

会案内を受領。

・ 平ＲＣより会報№25 ～2581号を受領。

　 　 委員

　 の例会は、国際奉仕委員会担当の夜間例

会となっております。場 は の です。

後６ 0分 で、プログラムはロータリー

財団についてです。間 えないようにご

さい。

　 　 会

　３月 ～９日に において会長 レクト

研修セ ーが され、 して りました。

部次 バ ーよりＲＩ方 、地区目標が掲

げられ、「ロータリーに きを」の方 に って

しっかりやって こうとのお話がありました。

　その中で１ 、ＲＩと地区の方 が合致する

テー があり、 の に 力する事は
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前通りですが、ポリオの に かって 力

を とのお がございました。2510地区

は今年度９月１４日をロータリー とし、ポリ

オ チャリテ ー 金活動を うとの が

ありました。これは 部年度の目 とも

われています。 クラブはこの 様を10日

内に報 と動 にして、地区の方へ する

ことになっております。この動 は められて

地区大会にて されるそうです。

　２日目にロータリー財団セ ーがございま

して、ここではロータリー財団と 財団の目

標 が になりました。ロータリー財団は一

人150ドル、 に しては１ 000円という

目標となっております。ロータリー財団の150

ドルについては３年前からだったそうで、一人

100ドルと から っていた で、だんだん

と 地区に されていき、2510地区は の日

本クラブの地区で から３～ 目の にいる

そうです。この様なことを い付かってきまし

たので、今度の 理事会にて したいと思

います。

　 　 委員

　今年に って 続要覧が 付されました。今

回は、2010年 続要覧との をしてみまし

た。

ただし、 クラブは きます。

　１． ４ の 領が目的に変 。

　２． の 大奉仕部 の が 世 奉仕

から 少年奉仕へ変 。（また った）

　３． ９ の の中で、地区協 会の部分

が地区研修・協 会に。

　４． ９ の の中で、 たに クラブの

クラブの例会に が わる。

　 ． ９ の の中で、 の

上の理 で 当 の12 月後にさら

に一 間の を めることが る。

　６． ９ の の中で、 の

ロータリー と会員年 の合 が85年

上。（ 5 上が される）

　 ． ９ の ・ 、 の の中

で、 の された会員が した

場合、その は に まれないも

のとする。

　 ．国際ロータリー の中の、 バ ー

ー で、 バ ー ー を

「 バ ー ー・ ジグ ート」と呼 。

　９． たではないが、 バ ーの一 的

の場合、 バ ーを する。

「アクテ ング・ バ ー」と呼 。

　１０．国際ロータリーの で、会員 ２ に

の世話 は の仕事の いのた

ため仕事を中 した人、または じ理 で

仕事をした事がない人が になりました。

・ 話をさ ていただきます。　 会員

・ は に し、ご をお け致しまし

た。ご いただき、 の中でロータリーの

に した１日でした。　 会員

・ バ ー月 に が りました。 目で

す。　　 会員

　前　回　　６３１，６００円

　今　回　　　 ，０００円

　累　計　　６９，６００円

「 」

　 会員

　 日本大 が 生してから、３年が い

たしました。ここ１ 間の テレ は、

組で、 大な をあらためて、思い

した事と思います。昨日がち うど３年目で、

がたつと、どんな大きな 事も れがちに

なります。

　180年 ロータリークラブに 会さ て

いただき、 会員が の に った事から、

のお いが まり、３．11の２

月後に、 の 業 という事にな
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りました。

　 後の 間の とともに、ご からの

が となり、 から日本

会に対して の 要請がなされ、

道 会にも、 されました。

道 会から、 には４月2日に 話

があり、ち うど で食事中でした。

　 場 は、 前 田 から、 へ12

に った、 18年で になったば

かりの 作 学 です。 から２ 月

が し、 では３ に が

されておりました。 の から 作

学 までは、 道２ 間半かけて 動

員の するレンタ ーで 動する毎日でした。

リンもレンタ ーも している でし

たが、 人 りの に６ が し、 材もあ

りましたが、 内も く まれておりました。

３日間ですが、 テルを 前 半に し、

間なので、 ～ 間を通 したよ

うな でした。

　現地の は、テレ で されていたのと

じでしたが、 した が、 の い

と、 の中にも ってくる は でした。

中の では、 が 号で 通

理をしておりましたが、 スクと ーグルは

です。現地に り一 いたのは、気 川

の から ～６  上 の 地 にも、大き

な があった事です。 大川 学

では多くの の い が われました。学

の に さがあったと思います。 に

も大きな があったのに、その が生かさ

れ 、 もの の がでた事は に残

です。その一方で、 人の えを り、

も人的 もなかった地区があります。それは

古 の、 地区です。世 12世

40 の さな ですが、1 年の 和

大 の後、 に り み、 50 地 の

に、ここより に を てるな と って

あり、その えを ったため、今回の でも

はありま んでした。

　 が昨年３月11日に した は、

5 、 4 、 10 、

方 　 102 、 1151 、

21 。 が された 前 田 では、

まだ21 の方が つかっておりま ん。今回

の は 2．5 が です。1年前に こっ

た 大 の は、 の による

が 0 でした。 後、２ 月が してお

り、 からの よりも による 中

からのご が多く、 による のほか、

重 による も られました。

には、 大 学部から借りたポータブルの

ジタル があり、す に ート

ンに ータを り め、たいへん でし

たが、 に対する が く、 分への

は仕方ありま んでした。

　 道 会の呼びかけに対し、124

の会員が いたしました。その中には Ｒ

Ｃの もいらっし いました。 が

に ばれたのは、 での の

にた さわっていたからと思いますが、 際の

は や を飲み んだ でした。

　今回の では、会員の皆様がそれ れの

場で、 に協力されている事と思います。

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ
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ロータリークラブ会員の協力で、 の

へ を けました。また で 人

と ればなれになった の が、 ・

と 道で される「 ャンプ」

で、一 に べるなどの奉仕活動を っており

ます。

　また に目を けますと、タ 部の

地 の に、 な を飲んでもらうプロ

ジェクトや、 事業なども っております。

に次年度は、 年度、 ・ ストク

ラブであった ＲＣの 部さんが バ

ーに いたします。また しい地区財団委

員長には、 ＲＣの です。2004年

会長年度の クラブは、タ からの

を受け れました。その のチームリー ーが、

ンブンさんでもあります。このようなロータ

リーのご で がった、次年度の財団寄付につ

きましては、会員皆様のご理解とご協力を、

からお いいたします。

　 は れた にとも われますが、今まで

大きな地 も もなかった 地方が、これ

からも という はありま ん。 日本大

の３年目を に、 の回りの対 を

してはいかがでし うか。皆様が１日でも長く、

ロータリアンでいてくださることが、奉仕活動

にも生かされるわけですから。 は も、

生まれてくる国も べま ん。 に生まれた

として、このような奉仕活動が ることは、

はとても まれていて、 なことだと思

います。
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１．本日は通常例会ではありますが、夜間例会

でございます。仕事を終えてからの例会です

ので、大変気楽な例会といえます。プログラ

ムも国際奉仕委員会担当のロータリー財団に

ついてのものです。しっかり財団の事を理解

して、楽しい１日としてください。

・砂川ＲＣより会報№２１２９～２１３６号及び４月例

会案内を受領しました。

・母の葬儀に対し皆様には大変お世話になりあ

りがとうございました。　 遠藤会員

　前　回　　６３９，６００円

　今　回　　 ３０，０００円

　累　計　　６６９，６００円

「ロータリー財団について」

　国際奉仕委員会担当

　本日は国際奉仕

担当例会というこ

とで、昨年の10月

には皆様方に多大

なご協力をいただ

きましたこと、こ

の場をお借りしま

して、御礼を申し

上げます。

　そこで、この度のプログラムは「ロータリー

財団の理解を深めよう」という事で、皆さんに

ＤＶＤを２本ご覧いただきます。

　１本目は「毎年あなたも100ドルを」という

題材のもの、２本目は「ロータリーの２億ドル

のチャレンジ」というＤＶＤです。2004年、

2008年と少し古い内容となっておりますので、

現在と合わない部分が多々あるとは思いますが、

ご了承ください。

　少しここで、年次基金についてお話を致しま

す。

　年次基金とは、ロータリー財団の活動を支え

る最も重要な資金源です。

　ロータリー財団へのご寄付は、シェアシステ

ムと呼ばれる仕組みを通じて、人道的プロジェ

クト、奨学金、職業研修チームの活動を支える

補助金に生まれ変わります。地区内のクラブか

ら年次基金（シェア）へのご寄付は、ロータリー

年度末に、国際財団活動資金（ＷＦ）とＤＤＦ

（地区財団活動資金）に分けられます。

　地区は寄付の３年後にこのＤＤＦをクラブや

地区、または財団のプロジェクトのために活用

できます。ＤＤＦの半分までを地区補助金とし

て使用でき、残りをグローバル補助金の申請、

ポリオプラスやロータリー平和センター支援、

ほかの地区への寄贈のために使うことができま

す。2012年度、世界における年次基金の目標

額は、毎年100ドルを寄付することを目標とし

ておりますが、日本では田中作次ＲＩ会長年度

に年次基金一人当たりの目標を「150ドル」と

掲げました。

　それではこれよりご覧いただきますが、どち

らも10分前後の内容となっておりますので、引

き続き、飲んだり、食べたりしながら、ご鑑賞

いただければと思います。
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　３月２１日　中川　勝美
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　次年度の には財団月間、 月間とござい

ますので、 クラブ100 を目 し、皆様に

ご協力の お いしたいと思います。
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例会プログラム【４月 】

４月 ２ 日（水）　来賓卓話「留萌観光のとりくみ」　 NPO法人留萌観光協会事務局長　海東　剛哲 様

４月 ９ 日（水）　「我が生い立ち Part２」　 佐藤　　潔 会員

４月16日（水）　「会員増強委員会」　 会員増強委員会担当

４月23日（水）　来賓卓話「留萌の港」 　留萌開発建設部 次長　折原　靖夫 様


